
第１号様式（水道） 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１３条に関する調書 

 

 

所在地又は住所                  

 

名称又は氏名                 

 

（１） 請負金額の内  

解体工事に要する費用                 円 

   （直接工事費：但し解体に伴う仮設費及び運搬費は含まない）  

 

（２） 請負金額の内  

再資源化等に要する費用                円 

   （直接工事費：処理費、運搬費等）  

 

（３） 分別解体等の方法  

工 程 内 容 分別解体の方法  

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法 

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

 □人力 □機械 □人力・機械併用  

                                          

                                                                 

（４） 再資源化施設の名称・所在地 

 

                                         

 

                                        

 

                                        

 

氏 

名 

工事監督員  

(印)  

受 

付 

印 

 

 



第２号様式（水道） 

                  令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長           様 

 

                （受注者） 住 所 

 

                      氏 名            ○印  

 

 

現場代理人の兼任に関する申請書 

 

工 事 件 名  

工 事 場 所 北広島市 

契 約 金 額  

現 場 代 理 人 

氏    名 
 

現場代理人の 

連 絡 先 

（緊急時） 

（上記以外の連絡先） 

 

上記工事の現場代理人は、下記工事の現場代理人と兼任を行ないますので申請致します。 

 

【もう一方の工事】 

工 事 件 名  

工 事 場 所 北広島市 

契 約 金 額  

工 事 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

監 督 員 

（所 属） 

（氏 名） 

 



令
和 

年 

月 

日 

部 長 課 長 
主任監督員

（主 査） 

監  督  員 

（調査職員） 
合 議 

     

 

 

工事（業務）着手届 

 

令和  年  月  日    

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長         様 

 

住 所 

 

氏 名               ㊞ 

               

工事（業務）名                   

 

 

 

令和  年  月  日上記工事（業務）に着手したのでお届けします。 

第３号様式(水道) 



令
和 

年 

月 

日 

部  長  課  長  
主任監督員  

（主査）  

監督員  

（調査職員） 
合  議  

     

 

    

             様 

 

工事（業務）名                      

 

上記工事（業務）について次のとおり工程表を作成（変更）したので提出します。  

            月 別             

工事（業務）種別    細 目  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

月  

１０ ２０  

 

備   考  

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

（注）変更の場合は、変更前は赤書きとし変更後は黒書きとしてください。 

 令和  年  月  日 

工事（業務）工程表 

 

 

 

住 所  

受注者 
氏 名 

 

 

 

令 和     年     月     日 から 
工期（履行期間）  

令 和     年     月     日 まで 

第
４
号
様
式

(
水
道

)
 



第５号様式(水道) 

 

建設業退職金共済掛金収納書届 

 

令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長      様 

 

 

        受注者 住  所 

            氏  名                  ㊞ 

 

 

工  事  名 
 

契約締結日 令和  年  月  日 

工     期 令和  年  月  日 ～令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収 納 書 貼 付 欄 

（証紙が複数あるときは裏面にも貼付してください） 

 



第６号様式(水道) 

 

建設業退職金共済掛金収納書に係る申出書 

 

令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長      様 

 

 

        受注者 住 所 

             氏 名                   ㊞ 

 

 

 私は，下記工事について、下記１の理由により、掛金収納書を提出できない（し

ない）ので申し出ます。 

 

記 

 

 

工  事  名 

 

 

 

 

契約締結日 令和  年  月  日 

工     期 令和  年  月  日 ～令和  年  月  日 

 

１ 掛金収納書を提出できない（しない）理由（  をつけて下さい。重複可） 

 

 在庫保有証紙を充当したため 

 中小企業退職金共済制度に加入しているため 

 その他の退職金共済制度に加入しているため 

 自社で退職金を積み立てているため 

 退職金制度を導入していないため 

 その他（                          ） 

 

 

 



第７号様式(水道) 

 

 

収納書提出期限延長申出書 

 

 

 私は、発注者用掛金収納書の提出期限の延長が必要となりましたので、下記に

より、その理由と共済証紙購入予定時期を明示し、申し出ます。 

 

   令和  年  月  日 

 

 

            （住    所） 

 

            （氏名又は名称）                ㊞ 

 

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長            様 

 

 

 

記 

 

 

１ 発注者用掛金収納書提出期限延長の理由 

 

 

 

 

 

 

２ 共済証紙購入予定時期 

 

 

 

 

 

 

 



第８号様式(水道)

建設業退職金共済制度共済証紙貼付実績書 №

工事名

会社名 ㊞

※工事の請負区分 ：  　元請   ･  下請  （いづれかに○をつける）

＜実績書の取扱いについて＞

　(1)　この様式は元請・下請共通様式です。実際に共済証紙を貼付した事業主が作成してください。

　(2)　下請事業主は元請事業主の現場代理人にこの実績書を提出してください。　

　(3)　元請事業主は自社分の実績書と下請事業主（２次以下の下請事業主含む）分の実績書をとりまとめて、工事しゅん工後速やかに工事監督員に提出してください。　

　工事請負期間　令和　　　年　　　月　　　日　　～　　　令和　　　年　　　月　　　日　※工期が複数年に渡る場合、実績書を複数作成し、ホチキスで綴じた後割印をしてください。

被共済者手帳番号 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 貼付枚数合計 備　考

　　　　貼付枚数合計 枚



 

現 場 代 理 人 等 指 定 通 知 書  

 

令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長        様 

 

      住 所 

受注者 

     氏 名 

 

 

               ㊞ 

   

工事名   

 

上記工事に係る現場代理人等を別紙「施工体制台帳1」のとおり定めたので通知します。 

第９号様式（水道） 



 

経  歴  書 

現 住 所  

氏 名  生年月日 
昭和 

平成    年   月   日 

最終学歴 

卒 業 年 月 学  校  名 専  攻  科  目 

 

 

  

職  歴 

 

 

 

 

 

 

技術資格 

 

 

 取得№ 

 

 

 取得№ 

 

 

 取得№ 

 
 

主

要

工

事

（

業

務

）

経

歴 
 

工 事 （ 業 務 ） 名  請負代金額（業務委託料） 工期（履行期間） 備 考 

直

前

１

年

分 

        千円    年 月 

    年 月 
 

        千円    年 月 

    年 月 
 

        千円    年 月 

    年 月 
 

        千円    年 月 

    年 月 
 

直

前

２

年

分 

        千円    年 月 

    年 月 
 

        千円    年 月 

    年 月 
 

        千円    年 月 

    年 月 
 

        千円    年 月 

    年 月 
 

  上記のとおり相違ありません。 

    令和  年  月  日  

                 

                  

氏 名                ㊞ 

・最終学歴は、小学校、中学校、高等学校、短期大学、大学又は高等専門学校のいずれかを記載し専修学校、各種

学校等は記載しないこと。 

・「備考」の欄には、現場代理人、主任技術者、監理技術者、専門技術者、管理技術者の別を記載すること。 

第 10 号様式(水道) 



第11号様式(水道)

大臣 特定
知事 一般
大臣 特定
知事 一般

　自
　至

区　　分

種    別

保険番号

専　任 雇用年月日
非専任 　．　．

＜添付書類＞ １　主任技術者又は監理技術者資格を証する書面又は写し

（記入要領）　１　上記の記載事項が発注者との請負契約や下請契約書に記載のある場合は、その写しを添付するこ
　とにより記載を省略することができる。
２　従業員規模等により各保険の適用が除外される場合は「適用除外」と記載すること。
３　監督員名は、一次下請を監督するために元請業者が監督員を置いた場合に記載すること。
４　監理技術者及び主任技術者の配置状況について「専任・非専任」のいずれかに○印を付けること。
５　専門技術者には、土木・建築一式工事を施工する場合等でその工事に含まれる専門工事を施工す
　るために必要な主任技術者を記載する。（主任技術者等が専門技術者としての資格を有する場合は
　専門技術者を兼ねることができる。）

７　記載欄が不足する場合は、適宜欄を設けて記載すること。

施 工 体 制 台 帳 １
[会 社 名]

[事業所名]

建 設 業 の
許   　　可

許　可　業　種 許　可　番　号 許可（更新）年月日

工事業 第　　　号 　　　　　　年　　　月　　　日

工事業 第　　　号 　　　　　　年　　　月　　　日

工 事 名 称
及　   　び
工 事 内 容
発  注  者
及　  　び
住　  　所

工　　　期
　　年　　　月　　　日

契　約　日 　　　　　　年　　　月　　　日
　　年　　　月　　　日

契　　　約
営　業　所

名　　　　　　　称 住　　　　　　　　　　所

元請契約

下請契約

健康保険等
の加入状況

健 康 保 険 厚生年金保険 雇 用 保 険

発 注 者 の
監 督 員 名

権 限 及 び
意見申出方法

監 督 員 名
権 限 及 び
意見申出方法

現　   　場
代 理 人 名

権 限 及 び
意見申出方法

監理技術者名
主任技術者名

資 格 内 容

専　   　門
技 術 者 名

専　   　門
技 術 者 名

資格内容 資格内容

６　外国人の建設就労者及び技能実習生の従事状況について「有・無」のいずれかに○印を付けること。

担　　当
工事内容

担　　当
工事内容

外国人建設就労者の
従事の状況（有無）

　　　有　　　　無
外国人技能実習生の
従事の状況（有無）

　　　有　　　　無



下 請 負 人 選 定 通 知 書  

 

令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長       様 

 

      住 所 

受注者 

     氏 名 

 

 

               ㊞ 

   

工事名   

 

上記工事について、その一部を施工する下請負人を別紙「施工体制台帳2」及び「施

工体制台帳3」のとおり選定したので通知します。 

第 12 号様式(水道) 



第13号様式(水道)

　自
　至

大臣 特定
知事 一般
大臣 特定
知事 一般

種    別

保険番号

専　任
非専任

※［主任技術者、専門技術者の記入要領］

1 　主任技術者の配属状況について［専任・非専任］ 3 　主任技術者の資格内容（該当するものを選んで記
のいずれかに○印を付すこと。 入する）

2 　専門技術者には、土木・建築一式工事を施工する ①経験年数による場合
場合等でその工事に含まれる専門工事を施工するた 　1）大学卒［指定学科］　3年以上の実務経験
めに必要な主任技術者を記載する。（一式工事の主 　2）高校卒［指定学科］　5年以上の実務経験
任技術者としての資格を有する場合は専門技術者を 　3）その他　　　　　　　　　
兼ねることができる。） ②資格等による場合
　複数の専門工事を施工するために複数の専門技術 　1）建設業法「技術検定」
者を要する場合は適宣欄を設けて全員を記載する。 　2）建築士法「建築士試験」

　3）技術士法「技術士試験」
　4）電気工事士法「電気工事士試験」
　5）電気事業法「電気主任技術者国家試験等」
　6）消防法「消防設備士試験」
　7）職業能力開発促進法「技能検定」

施 工 体 制 台 帳 ２
《下請負人に関する事項》

会  社  名 代表者名

住　     所 〒
電 話 番 号 （℡　　　-　　　　-　　　　　　　　）
工 事 名 称
及　   　び
工 事 内 容

工　 　　期
　　年　　　月　　　日

契　約　日 　　　　　　年　　　月　　　日
　　年　　　月　　　日

建 設 業 の
許　   　可

施工に必要な許可業種 許　可　番　号 許可（更新）年月日

工事業 第　　　号 　　　　　　年　　　月　　　日

工事業 第　　　号 　　　　　　年　　　月　　　日

健康保険等
の加入状況

健 康 保 険 厚生年金保険 雇 用 保 険

現場代理人 安全衛生責任者名

権 限 及 び
安全衛生推進者名

意見提出方法

※主任技術者
名

雇用管理責任者名

資 格 内 容 ※専門技術者名

資 格 内 容

担当工事内
容

外国人建設就労者の
従事の状況（有無）

　　　有　　　　無
外国人技能実習生の
従事の状況（有無）

　　　有　　　　無



第14号様式(水道)

一次・二次以下

　自
　至

特定
一般
特定
一般

％

＜添付書類＞ １　下請負契約書の写し

（記入要領） １　「一次・二次以下」いずれか該当するものを○で囲むこと。 
２　「直近上位」例えば、二次下請負となる場合は、一次下請負人を記載すること。
３　「施工体制台帳２」と重複する項目は省略することができる。
４　「市の格付」該当する工事種別及び格付を記載することとし、入札参加資格がない場合は、「なし」
   と記載すること。  
５　「建設業退職金共済制度等加入状況」未加入の場合は、「未加入」と記載すること。
６　「健康・厚生年金保険番号」個人事業所で、かつ従業員が４人以下等のため保険の適用が除外され
   る場合は、「適用除外」と記載すること。
７　「雇用保険番号」従業員が１名もいない等のため保険の適用が除外される場合は、「適用除外」と
   記載すること。
８  下請負工事の内容は、具体的な内容を記載すること。

施工体制台帳３
《下請負人に関する事項その２》　

直近上位の
注 文 者 名

会　 社　 名 代 表 者 名

住　　 　所 〒
電 話 番 号 （℡　　　　-　　　　　-　　　　　　　　　）
工 事 名 称
及　 　　び
工 事 内 容

工　　　期
年　　　月　　　日

契　約　日 　　　　　　年　　　月　　　日
年　　　月　　　日

建 設 業 の
許　   　可

施工に必要な許可業種 許　可　番　号 許可（更新）年月日

工事業
大臣

第　　　号 年　　月　　日
知事

工事業
大臣

第　　　号 年　　月　　日
知事

市 の 格 付 建設業退職金共済制度等加入状況 健康保険番号 厚生年金保険番号 雇用保険番号

建 退 共 成 立 日

建 退 共 番 号

下 　請 　負
予 　定 　額

（千円） 下請負工事
の  内  容

下請負代金

の支払方法

前　払　金 部　分　払 完　成　払

下請代金に
対する割合

日

現金の割合 手形の期間 現金の割合 手形の期間 現金の割合 手形の期間

％ 日 ％ 日 ％

外国人建設就労者の
従事の状況（有無）

　　　有　　　　無
外国人技能実習生の
従事の状況（有無）

　　　有　　　　無

９　外国人の建設就労者及び技能実習生の従事状況について「有・無」のいずれかに○印を付けること。



第15号様式(水道)

自

至

（一次下請負業者） （二次下請負業者） （三次下請負業者） （四次下請負業者）

担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容

（一次下請負業者） （二次下請負業者） （三次下請負業者） （四次下請負業者）

担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容

（一次下請負業者） （二次下請負業者） （三次下請負業者） （四次下請負業者）

担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容

（一次下請負業者） （二次下請負業者） （三次下請負業者） （四次下請負業者）

担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容 担当工事内容

担当工事内容

元 請 負

監 督 員 名

　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

管 理 技 術 者

専門技術者名

担当工事内容

専門技術者名

安全衛生管理者

主 任 技 術 者

　
　
　
　
　
　
　
工
事

　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

専 門 技 術 者

　
　
　
　
　
　
　
工
事

安全衛生管理者

　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

主 任 技 術 者 主 任 技 術 者

工期工期 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者専 門 技 術 者

会 社 名

工 事 内 容 工 事 内 容

会 社 名

主 任 技 術 者

安全衛生管理者

工 事 内 容 工 事 内 容

安全衛生管理者

工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名

工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

主 任 技 術 者 主 任 技 術 者 主 任 技 術 者 主 任 技 術 者

　
　
　
　
　
　
　
工
事

安全衛生管理者 安全衛生管理者

工 事 内 容

会 社 名会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

専 門 技 術 者

安全衛生管理者 安全衛生管理者

工 事 内 容 工 事 内 容 工 事 内 容

　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名

工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

副　会　長

書　　　　　　記 主 任 技 術 者 主 任 技 術 者 主 任 技 術 者 主 任 技 術 者

工 事 内 容

安全衛生管理者 安全衛生管理者 安全衛生管理者 安全衛生管理者

会 社 名

会　　　　長
総括安全衛生責任者 工 事 内 容 工 事 内 容 工 事 内 容

　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

専 門 技 術 者専 門 技 術 者

　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

元方安全衛生管理者
　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名

工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期 　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 工期

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

安全衛生管理者

主 任 技 術 者 主 任 技 術 者 主 任 技 術 者

会 社 名会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

専 門 技 術 者

工 事 内 容

主 任 技 術 者

安全衛生管理者

工 事 内 容 工 事 内 容 工 事 内 容

　
　
　
　
　
　
　
工
事

安全衛生管理者

令和    年　  月　  日

　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名
　
　
　
　
　
　
　
工
事

会 社 名

安全衛生管理者

工事作業所災害防止協議会兼施工体系図

元請業者名
工事名称 令和    年　  月　  日

発注者名 北広島市上下水道事業
工　期



現場代理人等変更届 

令和  年  月  日 

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長         様 

                 住 所 

受注者 

    氏 名                  ㊞ 

 

工事名                      

上記工事に係る現場代理人等を次のとおり変更したいので、届出します。 

区      分 氏      名 備        考 

変

更

後 

現場代理人   

主任技術者   

監理技術者   

専門技術者   

変

更

前 

現場代理人   

主任技術者   

監理技術者   

専門技術者   

注１ 専門技術者の場合は工事種別を（ ）書きしてください。 

 ２ 主任技術者等の専任、非専任の別を「備考」欄に記載してください。 

 ３ この通知書には、現場代理人等の経歴書及び施工体制台帳１を添付してください。 

  

第 16 号様式(水道) 



第17号様式(水道) 

工 事 旬 報 
                                                                №                    
 課 長 主 査 スタッフ  
                                         令和  年  月  日 
  
  
                                            受注者現場代理人                       印 
 
                                            監   督   員                       印 
 
 
        工事名                                                         

月     
    
日 

曜     
    
日 

予       定 実            績 

工 種・施 工 内 容 予定どおり 
実 施 済 変 更 実 施 内 容 天 候 

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
特 記 事 項 前 旬 出 来 高 
                              ％ 
       月      日 
 現 在 の 出 来 高            ％ 

 



第17号様式(水道) 

工 事 旬 報 
                                                                №                    
 課 長 主 査 スタッフ  
                                         令和○○年○○月○○日 
  
  
                                            受注者現場代理人                       印 
 
                                            監   督   員                       印 
 
 
        工事名      △△配水管布設工事                                         

月     
    
日 

曜     
    
日 

予       定 実            績 

工 種・施 工 内 容 予定どおり 
実 施 済 変 更 実 施 内 容 天 候 

□ 
月 

掘削工 
○  晴れ 

１ SP○○～SP○○   
 

火 
管布設工（△△φ○○） 

○ 
 曇り 

２ SP○○～SP○○   
 

水 
管布設工（△△φ○○） 

× 
休工 雨 

３ SP○○～SP○○   
 

木 
管布設工（△△φ○○） 

○ 
 曇り/ 

４ SP○○～SP○○  晴れ 
 

金 
埋め戻し工 

○ 
 晴れ 

５ SP○○～SP○○   
 

土 
休日 

○ 
 晴れ 

６    
 

日 
休日 

○ 
 雨 

７    
 

月 
路盤工 

○ 
 曇り 

８ SP○○～SP○○   
 

火 
舗装工 

○ 
 曇り/ 

９ SP○○～SP○○  晴れ 

 
水 

しゅん工 
○ 

 晴れ/ 

１０   曇り 
   

 
  

     

特 記 事 項 前 旬 出 来 高 
○月○日△△社内検査（管布設出来形） 社長 △△ △△                              ％ 
○月○日安全大会実施       月      日 
 現 在 の 出 来 高            ％ 

 

社内検査、安全大会等は実績

の旬報に記入する。 



第18号-1様式(水道)

様

下記項目について、立会いをお願いします。

上記項目について、以下のとおり実施します。

㊞

（主旨）

　　　　本様式は、設計図書において現場代理人が工事監督員の立会いを受ける必要がある場合に、
　　工事監督員に提出するものである。

注         1 　本様式は現場代理人が保管することとし、工事監督員はその写しを受け取ること。
2 　立会いの内容については、工事施工協議簿にて明らかにすること。

実　施　日　時 実施者名

時令 和 年 月 日

令和 年 月 日 　  時　　　分から

(主任)監督員

希　　望　　日　　時

令 和 年 月 日

（受注者名）

現場代理人

立　　　　　会　　　　　願

令 和 年 月 日

工　事　名

項　　　　　目 内　　　　　　　　　　　　容

（監督員）

㊞



第18号様式(水道)

［指示・承諾・協議・確認］

課　　長 主任監督員 監　督　員

現場代理人 主任技術者等

Ｎｏ．令和　　　年　　　月　　　日 協 議 簿 通 し 番 号

工　事　施　工　協　議　簿

合
　
意
　
事
　
項

記 載 者

令和　　　年　　　月　　　日

協
　
議
　
事
　
項

工 事 名

業 者 名

協議簿最終取交 し日

協 議 年 月日

内　　　　　　　　　　　　容



第19号-1様式(水道) 
 

課 長 主 査 スタッフ 

   

                               令和  年  月  日 
 
 監督員            様 
 
 
                         受 注 者             
                         現場代理人           印 
 
 
 

承 諾 願 い 
 
 
  工事名                                  
 
 
 上記工事の                 について、承諾願います。 
 
 
 
 
                      
                     記 
 
 
 

監 
督 
員 
記 
入 
欄 

                        監督員          印 
 ※ 使用資材承諾については、別紙使用資材一覧表を添付すること、また必要に応じて試     
  験成績書を添付すること。                                                           
   施工承諾については、施工方法が解るよう図面、資料等を添付すること。               
 
                                                                                   
                             
                                                                         



 

 

第19号-2様式(水道) 
 
使 用 材 料 一 覧 表 

材 料 名 形 状 寸 法 数量 単位 製 品 名 メーカー名 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

※ 製品名欄には、特殊押輪、離脱防止金具、塩ビ管用異形管等メーカー独自の製品名を持つもの

を記入し、それ以外は空欄とすること。                                   
    購入土、骨材、生コン等については、メーカー名欄に購入先を記入すること。 



 

 

第20号-1様式(水道) 

材 料 検 査 簿 
検査年月日 令和  年  月  日 NO 1 

 

  
       ※  設計、検査済、今回検査の欄について数量を記入すること。 

 意 見 
 
 
                                                

 

 
監 督 員                            印  

 

                                               現場代理人                            印  

品     名 形   状   寸   法 

 
数       量 

確 認 単 位 
 設 計 検査済 今 回 検 査 合 格 未検査 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         



第20号-2様式(水道) 

材 料 検 査 簿 
検査年月日 令和  年  月  日 NO 2 

品     名 形   状   寸   法 

 
数       量 

確 認 単 位 
 設 計 検査済 今 回 検 査 合 格 未検査 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 



第20号-3様式（水道）

：
： 印

：

：
：
：
：
：

□ □ □ □ □
□ □ □ □ □

本 本 本 本 本
本 本 本 本 本

60本以上 10本に1本 125本 13本

1本～4本 全数 25本 5本

5本～59本 5本 75本 8本

※この管延長測定報告書は、工事施工協議簿に写真と共に添付し、監督員に提出するものとする。
※1枚で集計できない場合は2枚目を作成してください。

測定本数基準 例
使用本数 測定本数 使用本数 測定本数

平均管延長
（cm単位四捨五入）

平均
合計
20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2

mm
1

測定№
有効長Z（長さL） 有効長Z（長さL） 有効長Z（長さL） 有効長Z（長さL） 有効長Z（長さL）

mm mm mm mm

測定本数
使用本数
or直管 直管 直管 直管 直管 直管

受口付直管 受口付直管 受口付直管 受口付直管 受口付直管 受口付直管

測 定 場 所

測定結果集計表
呼び径

資 材 メ ー カ ー
製 品 名

工 事 名

上記工事の資材の管延長測定を下記のとおり行ったので報告します。

記

測 定 日 令和　　年　　月　　日

管延長測定報告書

令和　　年　　月　　日

受 注 者
現 場 代 理 人

測 定 資 材 水道配水用ポリエチレン管

有効長Z（mm）

受口付直管

長さL（mm）

直管

（測定箇所）



 工事実施記録報告書 
                                                                                                            令和  年  月  日（ 曜日） 

 
ＮＯ 

工

事

名 

 
天 
候 

 始 業   時  分 監 督 員                 印 

終 業     時    分 現場代理人                 印 

工 
 
事 
 
内 
 
容 

 特 
 
記 
 
事 
 
項 

 
 
 
 
 

 
平面図・詳細図 
 
 
 
 
                       ※ 注意事項 
 
                          ① 工事内容の欄には、当日実施した工事内容及び数量を記入すること。 
             ②  特記事項欄には、工事監督員との打合せ内容で特筆すべきことを記入すること。 
                              特筆すべきこととは、設計変更、断水、水圧試験、排泥等の日時の調整等をいう。 
             ③  図面は、当日施工箇所を赤色で表示し測点等を明示すること。また、変更があった場合は、変更前（黄色）、 
                              変更後（赤色）が対比できるよう着色すること。 

 

第 21号様式(水道) 



第22号-1様式(水道）

継手施工者（　　　　　　　　　　　　　　）

                     

： ※1 受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）が表に示す合格範囲内であること。また、曲げ接合してチェックゲージが
ゴム輪位置まで挿入できない場合は、チェックできなかったことを記載する。

※2 ライナが受口奥部に当たっていることを確認する。
※3 接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。

ＧＸ形継手 チェックシート(直管・P-Link） 令和　　　年　　　月　　　日

工事名
工区

配管図No.
測点No. 現場代理人

呼び径・管種 点 　検 　員

清　　　　　　掃 ―

管　　Ｎo．

管の種類

―

挿し口の挿入量の明示

受口溝（ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ）の確認 ―

略図／ﾗｲﾅ

継　　手　　No. ―

挿し口突部の有無 ―

①

②

③

④

⑤

滑　　　　　　剤

受口端面～白線 ③

間隔（ａ）注） ⑤

爪、押しボルトの確認(P-Link) ―

受口端面～ゴム輪
間隔（ｂ）※1

全周チェック

⑦

押しボルト
本数

ﾄﾙｸ（N･m）

⑥

⑦

⑧

①

判定基準

ライナの位置確認（ｄ部）※2

マーキング（白線）位置の確認※3

判　　　　　　　定 ―

備　　　　　　　考

1 2

3
4 5

b寸法の合格範囲

b寸法の合格範
囲

P-Link

呼び径 合格範囲(mm)
75 54～63
100 57～66
150 57～66
200 63～72
250 63～72
300 70～80

1

3

2

4

4

5

4 5

直管
 呼び径 合格範囲（mm）
75 8～18
100 8～18
150 11～21
200 11～21
250 11～21
300 14～24
400 14～25

4



第22号-2様式(水道）

継手施工者（　　　　　　　　　　　　　　）

                     

  判定基準       ※1　受口端面と押輪またはG-Linkの施工管理用突部との間に0.5mm以上の隙間がないこと。
注）挿し口突部のない挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用すること。

ＧＸ形継手 チェックシート(異形管・G-Link） 令和　　　年　　　月　　　日

工事名
工区

配管図No.
測点No. 現場代理人

呼び径・管種 点 　検 　員

管　　Ｎo．

管の種類

略図

継　　手　　No. ―

挿し口突部の有無
注) ―

清　　　　　　掃 ―

滑　　　　　　剤 ―

挿し口の挿入量の明示

爪、押ボルトの確認(G-Link)

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認

ストッパ、ロックリングの確認

Ｔ頭ボルト 本数

受口端面～
施工管理用突部
の隙間　※1

箇所数

備　　　　　　　考

隙間ゲージ
確認

押しボルト
本数

トルク確認

判　　　　　　　定 ―

1 2

3

4

5

5

6

1 2 3

4 5

6 G-Linkを使用する場合



第22号-3様式(水道）

継手施工者（　　　　　　　　　　　　　　）

※　受口端面と押輪またはG-Linkの施工管理突部との間に0.5mm以上の隙間がないこと。
注1）　挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用すること。
注2)　一方から順次配管していく場合にはL'寸法、せめ配管の場合はy1寸法を記入すること。

ＧＸ形継手 継ぎ輪チェックシート 令和　　　年　　　月　　　日

工事名
工区

配管図No.
測点No. 現場代理人

呼び径・管種 点 　検 　員

管　　Ｎo．

管の種類

略図

継　　手　　No. ―

挿し口突部の有無
注1) ―

清　　　　　　掃 ―

滑　　　　　　剤 ―

挿し口の挿入量の明示

ゴム輪、押輪またはG-LINKの確認 ―

爪、押ボルトの確認(G-Link) ―

両挿し口端の
間隔

(ｙ1)　
注2)

①

③

⑤

ストッパ、ロックリングの確認 ―

受口端面～
白線の間隔

（Ｌ′）　
注2)

①

③

⑤

⑦

押しボルト
本数

トルク確認

⑦

Ｔ頭ボルト 本数

受口端面～
施工管理用突部
の隙間　※

箇所数

判定基準

判　　　　　　　定

備　　　　　　　考

隙間ゲージ
確認

①

⑤

③⑦

（i）一方から順次配管していく場合

（ii）せめ配管の場合

G-Linkを使用する場合

白線B 白線B

2

3

4 5

1
1

2

3

4

4

5

 単位mm
呼び径 y1
75 190
100 200
150 240
200 250
250 250
300 300
400 300

 単位mm
呼び径 L'
75 90
100 95
150 110
200 120
250 120
300 135
400 150



第24号様式(水道）

種 φ

②

④

胴付間隔

(Y)

⑤

押輪－受口

間隔

⑥

ゴムの

出入状態

⑦

ボルト

備    考

ロックリン
グ－Ｄ2の間
隔Ｃ＜１㎜

数

上

右

左

右

下

①　ピースⅢ隙間

上

滑 剤

工 事 名

および形状

略 図

清 掃

管　　　№

管種・呼び径

6543

点 　検 　員

判 定

施

工

下

左

トルク
（Ｎ・ｍ）

左

右

下

(2)

下

上

左

上

右

21継 手 箇 所 数

Ｓ形継手チェックシート

図 面 №

（注）500・600mmの場合は胴付間隔は④’の白線と受口端面で測定する。

現場代理人施 工 日

年   月   日

③ＢＲ補強
板の位置

(1)



第25号様式(水道）

工 事 名

管種・呼び径 φ

受口面－ゴム輪

間　隔

(ｂ)

受口面－白線

間　隔

(a)

備    考

継 手 箇 所 数

管 №

略 図

清 掃

滑 剤

受口溝の確認

１

２

施 工 日

３

４

１

２

３

４

判 定

5

年 　月　 日

施

工

1 6 7 82 3 4

現場代理人

点 　検 　員

図 面 №

ＮＳ形継手チェックシート



 

 

 

現 場 不 符 合 等 確 認 書  

 

 

 

工 事 名                      

 

 上記工事に係る現場不符合等に関し、令和  年  月  日調査の結果、次のとおり確

認した。 

 

令和  年  月  日 

 

工事監督員     ㊞ 

 

現場代理人     ㊞ 

 

 

 

1 不符合等の内容 

 

 

 

 

 

2 措置に関する意見 

 

 

第26号様式(水道) 



 

 

工 期 延 長 願 

 

令和  年  月  日  

北広島市上下水道事業 

北広島市長            様 

 

 

      住所                  

     受注者 

      氏名                ㊞ 

 

 

工 事 名                   

 

工事場所                     

 

 

上記工事については、次のとおり工期内に工事完成の見込みがありません 

ので、工期の延長をお願いいたします。 

 

 

記 

 

 1 現在のでき形    ％ 

 2 現 工 期  着工  令和  年  月  日 

完成  令和  年  月  日 

 3 延長希望日数    日間 

 4 理由 

 

 

第27号様式(水道) 



 

 

承  諾  書 

 

令和  年  月  日  

北広島市上下水道事業 

北広島市長             

 

 

     住所                  

     受注者  

     氏名                ㊞ 

 

 

 

 

工事名                             

 

 

 

令和  年  月  日付け北広  第     号で通知のありました 

上記工事の（           ）について、承諾いたします。 

 

 

 

 

 

注）1 （ ）内は、「設計変更」、「工期の変更」及び「工事の一時中止」等を記入する

こと。 

2 「工事の一時中止」の場合は、収入印紙の貼付を要しない。 

 

 
収 入 

印 紙 

第28号様式(水道) 



 

 

でき形部分等（第 回）確認請求書 

 

令和  年  月  日 

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長         様 

 

 

      住所                  

 

     受注者 

      氏名                ㊞ 

 

 

 

工事(業務)名                    

 

上記工事(業務)に係るでき形部分等に関し請負代金の部分払いを受けたいので、当該

でき形部分等の確認を請求します。 

第29号様式(水道) 



 

 

同  意  書 

 

令和  年  月  日  

北広島市上下水道事業 

北広島市長         様 

 

 

     住所                   

     受注者  

     氏名                 ㊞ 

 

 

 

 

工事名                             

 

 

 

令和  年  月  日付け北広  第     号で通知のありました 

上記工事の（          ）について、同意いたします。 

 

 

 

 

 

第30号様式(水道) 



 

 

 

履 行 継 続 願  

 

令和  年  月  日 

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長            様 

 

            住所 

受託者 

      氏名               ㊞ 

 

 下記工事（業務）については、下記の理由により工期（履行期間）内に工事完成（業務 

完了）の見込みがありませんので、履行継続を認められますようお願いします。 

 

記 

 
１ 工事（業務）番号及び工事（業務）名 

 

 

 

２ 契 約 年 月 日       令和  年  月  日 

 

 

 

３ 工期（履行期間）  着  手      令和  年  月  日 

 

            完  成（完了）  令和  年  月  日 

 

 

４ 理     由    

 

 

 

５ 継続希望日数       日間 

第31号様式(水道) 



 

 

 

履 行 不 能 願  

 

令和  年  月  日 

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長            様 

 

             住所 

受注者 

       氏名              ㊞ 

 

 下記工事（業務）については、下記の理由により工事（業務）の履行が不能となりまし

たのでお届けします。 

 

記 

 
１ 工事（業務）番号及び工事（業務）名 

 

 

 

２ 契 約 年 月 日       令和  年  月  日 

 

 

 

３ 工期（履行期間）   令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

 

 

 

４ 理     由    

 

 

 

 

 

注）４には「当社の経営状態の悪化のため」等と記載する。 

第32号様式(水道) 



第 33号様式(水道) 

 

変 更 協 議 書 

令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長       様 

 

（受注者） 住所 

氏名 

 

令和  年  月  日付けで北広水経第  号で設計変更の通知があった次の建設工事につい

て、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１３条第２項の規定により、次のとおり本書２

通を作成し、変更協議します。 

 

記 

 

１ 工 事 名   

 

２ 変更協議項目  □ 再資源化等に要する費用 

□ 解体工事に要する費用 

□ 分別解体等の方法 

□ 再資源化等をするための施設の名称及び所在地 

 

３ 協 議 内 容  別記のとおり 

 

注１ 変更協議項目で該当する項目の□の部分にチェックを入れること。 

注２ 「再資源化等をするための施設の名称及び所在地」を変更する場合で、変更後の施設について、

再資源化等が実施可能な施設であることを確認できる書類を添付すること。 

 

北広  第     号 

令和  年  月  日 

 

（受注者名） 

（代表者）    様 

 

承 認 書 

 

令和  年  月  日付けで変更協議のあった上記について、承認する。また、この協議を証す

るため発注者と受注者がそれぞれその１通を保有するものとする。 

 

発注者 北広島市上下水道事業 

北広島市長        印 

 



第 34号様式(水道) 

 

変 更 協 議 書 

令和  年  月  日 

北広島市上下水道事業 

北広島市長       様 

 

（受注者） 住所 

氏名 

 

令和  年  月  日付けで契約した次の建設工事について、建設工事に係る資材の再資源化

等に関する法律第１３条第２項の規定により、次のとおり本書２通を作成し、変更協議します。 

 

記 

 

１ 工 事 名   

 

２ 変更協議項目  □ 分別解体等の方法 

□ 再資源化等をするための施設の名称及び所在地 

 

３ 協 議 内 容  別記のとおり 

 

４ 請負代金額  変更なし 

 

５ 変 更 理 由   

 

注１ 変更協議項目で該当する項目の□の部分にチェックを入れること。 

注２ 「再資源化等をするための施設の名称及び所在地」を変更する場合で、変更後の施設について、

再資源化等が実施可能な施設であることを確認できる書類を添付すること。 

 

北広  第     号 

令和  年  月  日 

 

（受注者名） 

（代表者）    様 

 

承 認 書 

 

令和  年  月  日付けで変更協議のあった上記について、承認する。また、この協議を証す

るため発注者と受注者がそれぞれその１通を保有するものとする。 

 

発注者 北広島市上下水道事業 

北広島市長        印 



第 35号様式(水道) 

再 資 源 化 報 告 書 
 

令和  年  月  日 
北広島市上下水道事業 
北広島市長          様 
 

住  所 
氏  名 

 
 
建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１８条第１項の規定により、下記のとおり、

特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したことを報告します。 
 

記 
 
１ 工事の名称 
 
２ 工事の場所 
 
３ 再資源化が完了した年月日        令和   年   月   日 
 
４ 再資源化等をした施設の名称及び所在地 

廃棄物の種類 施設の名称 所在地 
   
   
   
   
   

 
５ 特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用 
                        万円（税抜、直接工事費） 
（添付書類） 
 ・再生資源利用実施書  （必要事項を記載したもの） 
 ・再生資源利用促進実施書（必要事項を記載したもの） 

 



第36号様式(水道) 

中間前払金認定請求書 

令和平  年   月   日 

 

北広島市上下水道事業 

北広島市長 邑上正    様 

 

 （受注者）住  所 

氏  名          印  

 

 

下記の工事について、中間前金払の請求をしたいので、要件を満たしていることの認定を

請求します。 

 

記 

 

工 事 名 

 

工 事 場 所 

 

契約年月日 令和  年  月  日 

工 期 令和  年  月  日 から 令和  年  月  日 まで 

請負代金額 

  

摘 要 

添付資料 

工事履行報告書 

 

 

 



第37号様式（水道） 

工 事 履 行 報 告 書 

 

令和 年  月  日 

 

（受注者） 住  所  

 

                          現場代理人         ○印 

 

工  事  名  

工     期  

契約年月日  令和  年  月  日 

工     期  令和  年  月  日 から 令和  年  月  日 

月 別 予定出来高（％） 
実施出来高 （％） 

（ ）は予定差 
備  考 

年  月  （  ）  

年  月  （  ）  

年  月  （  ）  

年  月  （  ）  

年  月  （  ）  

年  月  （  ）  

年  月 
 

（  ） 
 

年  月 
 

（  ） 
 

年  月 
 

（  ） 
 

記載欄 

 

（注）１．工事履行状況は、工事月報等を標準とする。 

   ２．予定出来高は、当初の予定として完成までの累計を記入すること。 

   ３．実施出来高は、当該報告月までの出来高累計を記入すること。 

 



第38号様式(水道)

搬入数量 使用数量 設計数量 差し引き 率
① ② ③ ②－③ ②÷③

使　　用　　材　　料　　実　　績　　表

材料名 形状･寸法 単位 備考



第39号様式(水道)

形状･寸法 単位

搬入数量搬入年月日

材料名

数量累計 備　考

使　用　材　料　集　計　表



第40号様式(水道) 
 

管布設のでき形測定表                  
 監督員 
 

  
 
 

工 種 名  

                                                               測定者                  印 
 

測 点 
土  被  り 管 の 布 設 位 置 

備   考 
設 計 値 測 定 値 差 設 計 値 測 定 値 差 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

※ 工種欄には、管径を記入すること。ただし、管径の異なる管の延長が短い場合は一枚とるこ

とができるが、測点欄に管径を記入すること。 
土被りは、道路改良工事と同時施工の場合は、舗装施工基面から、単独施工の場合は現地盤

から測定すること。 
備考欄には、管布設位置測定の略図等を記入すること。 

 



第41号様式(水道) 
 

厚さ、幅のでき形測定表                  
 監督員 
 

  

 

工 種 名  

                                                               測定者                  印 
 

測 点 
厚    さ 幅 

備   考 
設 計 値 測 定 値 差 設 計 値 測 定 値 差 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

  ※  車道、歩道の下層路盤工、凍上抑制工、舗装工、コンクリート工、基礎砂利等  
給水管の場合は、測点の欄に使用者の氏名を記入すること。                                     



第42号様式(水道) 
  

水圧試験報告書 
 
                                 令和  年  月  日 
 
 
                           受 注 者   
 
                           現場代理人                      印 
 
 
 工 事 名                   
 
 
上 記 工 事 の 水 圧 試 験 を 下 記 の と お り 行 っ た の で 報 告 し ま す 。 

 
  
                    記 
 
 
（１）試験日時    令和 年 月 日 時 分 ～ 令和 年 月 日 時 分  
 
 
（２）試験区間 
 
 
（３）水道部立会人  氏 名 
 
 
（４）試験内容    水圧試験   設計水圧     MPa  試験時間  時間  分 

 
 
（５）試験結果    開始圧          終了圧 
 
 
（６）試験区間の略図 
 

 

 



第43号様式（水道）

No.

始業 終業 就業時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

交　通　誘　導　警　備　員　業　務　報　告　書

月   　日 曜日 配置人員
時　間

人区 備　　考

小　計

工　事　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



第44号様式(水道)

建設廃棄物名称 　単位：　　　

数　量 累　計搬　出　年　月　日 車　番

建　設　廃　棄　物　搬　出　集　計　表



 

 

工事完成通知書  

 

 

令和  年  月  日  

北広島市上下水道事業 

北広島市長        様 

 

住 所 

受注者 

氏 名              ㊞ 

 

工事名                                    

 

  令和  年  月  日、上記工事を完成したので通知します。 

 

上記工事は完成したことを確認しました。 

令和  年  月  日 

監督員 所 属 

職氏名                  ㊞ 

 

部 長 課 長 
主任監督員 

（主 査） 
監 督 員 合 議 

     

 

第４５号様式(水道) 



 

 

 

 

 

受   渡   書 

 

 

工事名                                                      

 

場 所                      

 

 

上記工事は令和  年  月  日完成し、検査のうえ本日受渡しを行った。 

その証として、本書２通を作成し、双方記名押印のうえ各１通を保有する。 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

                      住 所 

引渡人   

                      氏 名 

 

 

住 所  北広島市中央４丁目２番地１ 

引受人     北広島市上下水道事業 

                      氏 名  北広島市長 

 

第46号様式(水道) 
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（方　位）

図 面 番 号

作成年月日仕　切　弁　位　置　台　帳

工事等名称

№ 目 標 物 距　離

作成会社名

台 帳 番 号

第47号様式（水道）（表面）

１

２

３

４

５

６

８

***配水管改良工事

【会社名を記入】 **-**

***

７

S=1:200

令和**年**月**日

平　面　図
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第47号様式（水道）（裏面） **-**-***
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図 面 番 号

作成年月日仕　切　弁　位　置　台　帳

工事等名称

№ 目 標 物 距　離

作成会社名

台 帳 番 号

第47号様式（水道）（表面）
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158 第3住区№3

１

***配水管改良工事

拡大図

S=1:200

令和**年**月**日

平　面　図
平面図は補助線枠内に収める

基点(中中)

基点(中中)

市直営で修正の場合【北広島市水道部】

印刷の基準は表面、裏面共に補助線の交差点を基準にPDF化してから印刷
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弧点線の終点
電柱･消火栓･標識は記号の面まで
人孔は記号の真ん中まで

円コマンドで【円弧】と【３点指示】
にチェックを入れて描写

バルブ-目標物間の弧点線→白　点線１口径変更箇所の記載例

任意項目：青色

写真撮影方向
写真を撮影した方向が分かるように
記号を図示する

（文字寸法 3.0×3.0mm ）

（文字寸法 3.5×3.5mm ） 

(十の位が０でも省略しない)

仕切弁
止水(仕切弁)
全閉
排泥
不断水
不断水(全閉)

消火栓№○
etc

S
FC

塩ビ製
etc

半角数字 小数点"2桁”

半角英字 基点(中中)

基点(左中)

（文字寸法 3.5×2.5mm 半角）

台帳番号は"3桁"+半角ｽﾍﾟｰｽ

（※消火栓は
ある場合のみ）

(十の位・百の位が
０でも省略しない)

+消火栓番号（地区+№○）

図面番号は"2桁-2桁"

管種・管径(必須)

地番・居住者名(必須)

バルブ番号(丸数字)(必須)

道路名称(必須)

半角数字 基点(左中)

（文字寸法 3.5×3.5mm 半角） 

目標物記号(半角英字)(必須)

基点(右中)

※ﾁｰｽﾞによる変更の場合

記号は不要 管径は必須

文字寸法 3.5×3.5mm

文字寸法 2.5×3.5mm

消火栓地区+№○

（文字寸法 3.0×3.0mm 半角）

目標物間距離(必須)

消火栓番号(必須)
（文字寸法 3.0×3.0mm 半角）

（文字寸法 3.0×3.0mm 数字全角）

良い例(作成のポイント）

方位(必須)

縮尺(必須)

文字フォント【ＭＳゴシック】

(印刷時の線の太さ)

背景図 青色：1mm
目標物 白色：2mm
寸法線 白色：2mm
配水管 緑色：4mm
給水管 緑色：4mm(一点鎖１)

必須項目：赤色

※既設ﾊﾞﾙﾌﾞを含んで台帳を作成する場合、全てのｵﾌｾｯﾄ・ﾊﾞﾙﾌﾞの深さを再計測し、写真も撮影し直すこと。

残置
残置(全閉)
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05-06-158 第3住区№3第47号様式（水道）（裏面）
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②

④③

①

任意項目：青色

"2桁""2桁""3桁" "消火栓地区№○"

基点（中中）

文字寸法
3.0×3.0mm
最大３つ程度

半角数字

基点(中中) 基点(右中) 必須項目：赤色
文字寸法 3.0×3.0mm 半角数字良い例(作成のポイント)

(丸数字)
写真は広範囲で撮影
(仕切弁は小さく ても可)
目標物も写真内に収める

配水本管を赤点線２で描く

バルブの位置を○で囲む

バルブ番号
(文字寸法 5.0×5.0mm)

【 @̂BM写真ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名.JPG,100,75】 (写真ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名："図面番号"-"台帳番号"-"ﾊﾞﾙﾌﾞ番号")

下向きではなく、上向きに撮影する。

写真ﾃﾞｰﾀ挿入の基点は補助線の交点に合わせる

消火栓は標示板も入れて全景を撮影する。
消火栓と消火栓仕切弁は同一写真内に収める


